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講座名

開催日 曜日 土 時間

参加者数

10代 0名 20代 1名 30代 1名 40代 4名 50代 13名

60代 3名 70代 3名 80代 7名 その他 0名 無記入 2名

お住まい

戸田市
広報

12名 ミニコミ誌 4名 ＨＰ 2名 Facebook 0名 twitter 0名

LINE 0名
ポスター・
チラシ

4名 知人 12名
とだパパ
通信

0名
とだママ
通信

0名

その他 3名 無記入 1名

満足度 大満足 24名 満足 9名 やや満足 0名
やや不
満・不満

0名 無記入 1名

男女参画推
進拠点であ
ることを知っ
ているか

知っている 24名 知らない 5名 無記入 5名

感想

・自分の知らない事がたくさんあった。これからは目を向けようと思う。まずは戸田の取り組みと組織
について。
・医療的ケア児に電源が大切だという事を知った。
・福祉避難所という枠組みを初めて知る機会となった。避難所の開設・運営の重要性、そこに地域住
民の参加がいかに大切であるかを認識した。
・分かりやすかった。知らない事が学べた。
・防災意識が高まった。
・具体的な事例、動画を使った内容でとても分かりやすく、お話しも聞きやすかった。
・身近にそのような方々がおられないので気が回らなかった。日頃、家族に自分で逃げる様に言わ
れている。マンションの4階なので、動かないと思う。
・具体的な体験を通じた課題や対策が聞けた事がよかった。
・日頃のご近所の方と交流が必要だと思う。
・医療ケア児や障害のある方の防災の意識がとても大事なことだと思った。
・実際に呼吸器等をつけて生活している方の動画をみて、避難所に色々持ち出すものが多く、それ
をお母さんが1人で行っているのをみて、どれだけ大変なのか動画を通じて伝わった。障害というと、
発達障害、知的障害の方がまず真っ先に取り上げられがちだが、今回は初めて、重度障害の方の
例を拝見することができて、勉強になった。私自身、てんかんの持病があるので、そのような方々は
どのような対象になったのか聞いてみたかった。
・医療的ケア児という方々の避難の大変さがよくわかった。地域とのかかわりの大切さも実感した。
有意義なお話を聞けた。
・住んでいる地域と違う場所の学校に通っていると、地域との関わりがとても大切なことだと感じた。
「医療的ケア児がここに住んでいるよ。」と知ってもらい、災害時、手を貸してもらえる環境を作ってい
く事が大切だと思った。
・いろんな視点で学びが多い講演だった。
・災害時の避難準備、備えの勉強をしたい。詳しく取り組みの実際を知る機会となり活動のきっかけ
にしたいと思う。
・全ての医療ケア児、そのご家族の皆さんが安心して過ごせるようになるといいなと思った。
・とても勉強になった。

年代

本町6名、上戸田5名、中町3名、新曽南2名、下戸田2名、氷川2名、下前2名、新曽2名、喜沢2名、
川岸1名、美女木1名、南1名、笹目1名、喜沢南1名、無記入3名

何を見て

37名 回収数 34枚

アンケート集計

アクティブ避難DAY

令和７年２月１日 10:00～12：30



感想

福祉防災
について
自治体の
課題

・市の防災担当は、障害のない人の意見で考えているように思う。当事者を入れてもっと考えるべ
き。(発達障害・介護)
・地域の中では、専門性を持った方でなくても支え合えるネットワーク作りが必要だと思う。
・どこにどのような状況(状態)で医療ケア児がいるのかの把握。近所への開示。
・避難することが難しい家族がいるので、誰かを頼りたいと思っていてもどうしていけばいいのか不
安。
・若者が防災について関心がないこと。
・長野県の取り組み(指定福祉避難所)は、是非、参考にして検討してもらいたいと思う。以前、防災
に関する話を聞いた時、結論は「自助」だったが、公助でできることもやはりあると思う。積極的に考
えてほしい。当事者の声を真摯に聞く、長野市の姿勢は素晴らしいし、戸田市にも欲しいと思う。
・戸田市にも指定福祉避難所の開設してほしい。
・地域のつながり
・9/1は災害の日にしてほしい。
・医療的ケア児のみならず、災害時に取り残される人々は、たくさんいると思う。それらを包括的にシ
ステムを作っていくことが必要だと感じた。
・今回のような講演会を頻繁に開催して頂きたい。災害時の住民支え合いマップを作りたいと思っ
た。
・災害時のための表示や活動を日頃から分かりやすく表示していただきたい。
・マップ作りや個人情報の問題。
・医療的ケア児の避難場所の確保、マップの作成。
・町会には加入しているが、隣近所とのつながりは希薄になっていると思う。町会、行政発信で福祉
の災害時の避難について、具体的に動いてほしいと思う。
・地震や水害などの災害があったとき、薬がどのくらいでとどくのか。支援対象の障害がいつも発
達、知的、支援学級に通っている方々に偏りがちな印象を受けるので、もう少し他の病気の方にも広
く支援を考えて頂けると安心する。成人(30代～50、60代)の方の難病に対してはどう対応するのか、
少し気になった。

・北村先生のとても細かく、考えさせられる講演に参加でき、とてもよかったと思う。電気自動車の役
割を再認識した。(電源確保の大切さ)医療的ケアの必要な方全員が、災害時に困らないよう、私た
ちがきびきび動かなければならないと思った。地域でできることをしっかり考えたい。
・行動すれば実現することが身に染みてわかった。チームを作っていくことから始めるのが大切。
・電気の大事さ(確保)シガーソケットで通電する加湿器にもつなげる事が大事。身近で何が必要かを
よく考える。
・災害時の避難状況を学びたく参加した。近所のつながりが大事だと思った。
・近隣での高齢者の独人家庭が2、3あり常に声かけしているが、防災訓練などに一緒に支援してい
るがあまり乗り気にならない人がいる。根気よく働きかけて行くことが大切だと思った。
・職場で共有したいので、スライドを資料として、いただけるとよかった。電源の確保や避難所の確保
など、とても勉強になった。私は仙台で震災を経験し、電気3日、水15日、ガス30日のない生活をし
た。いつまで続くか分からない状況で、ガスボンベ等限られた数がなくなっていく不安な気持ちを経
験した。電気自動車(当時なかった)の大切さを知った。
・参考になることがとても多く、参加してよかった。多くの人が参加できるようまた実施してほしい。あ
きらめないで声をあげることも大事だと思うが、あまりにも向き合ってもらえない事が続くと、力をなく
していく。あきらめないための力をどう集められるか、仲間、つながりをつくるかを考えたいと思う。
・現在大学生であり、将来防災関係に携わる仕事をしたいと考えていたため、とても参考になり、災
害時の実際の現状などを知れてよかった。
・長野県での一例が、全国に広がってくれると、医療的ケアの必要な人(子どもに限らず)は安心でき
るかと思う。こうした取り組みは一人ではできないので、つながる事の大切さも学んだ。
・指定福祉避難所の開設、電気自動車とのつながり、市内で確認したいと思う。
・自助、共助、公助の大切さを再確認した。
・医療的ケア児のお話、貴重な機会だった。防災対応については、医療的ケア児以外の市民にも参
考になる部分が大きかった。
・北村先生の発信力がすごい。長野県の取り組みが素晴らしい。医療的ケア児の避難が大変だと改
めて実感した。住み慣れた地域で避難するプロセスがすごい。



福祉防災
について
自治体の
課題

今後、あ
れば参加
したい講
座

・このような防災の勉強会。
・防災を意識する講座。
・60歳以上ではなく、もう少し若い人向けの料理教室(夫婦で参加できるような)もあれば嬉しい。
・障害福祉、知的障害など。
・障害をかかえている方の講演。人々への要望などをお聞きしたい。
・戸田市福祉協議会にお勤めの方の講演。
・健康増進に関する具体的、体験的な講座。
・ペット。つながりが増える楽しいイベント。
・企業と防災が連携したもの
・ＡＰＤ(情報処理障害)について
・避難体験。流れを経験してみたい。
・起業した人向けの講演
・仲間づくりの機会。人と人とつながりたい。

・電気自動車の活用法。
・荒川が近いので勉強をしていかなければと思う。
・地域、行政関係機関のつながりが必要と感じた。
・戸田に障害者や人の助けなしに避難できない人が、何人いるのか把握し、地域にも周知できると
いい。
・今回の資料を参考にし、戸田のものをチェックしていただきたい。
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